
■ 第一日目 平成 20 年 7 月 19 日(土) プロローグ  
■ 集合場所及び会場:美郷町百済の里西の正倉院  
(14:00～15:00)受付 
(15:00～15:25)開会行事 
(15:30～17:00)講演「柳田国男・椎葉への旅」講師永松敦氏(宮崎公立大学教授) 
(18:00～20:00)前夜祭 サムイノリで歓迎【夕食懇親会】南郷泊 
 

■第三日目 7 月 21 日(月) 柳田国男に迫る 現地ガイド黒木勝実氏 
■集合場所：鶴富屋敷   
（08：30）オリエンテーション及（09：00）鶴富屋敷⇒⇒（10：00）大河内の
椎葉徳蔵邸【3 日目投宿地】（10：30）⇒⇒（11：30）桑弓野・黒木盛衛邸
跡【2 日目と 5 日目投宿地】⇒⇒（12：00）中瀬淳村長宅<弁当昼食>解説 
綾部正哉氏（13：00）⇒⇒（14：00）不土野・那須源蔵邸【4 日目投宿地】
（14：30）⇒⇒（15：30）椎葉民俗芸能博物館（16：10）⇒⇒（16：30）椎
原 那須鶴千代邸跡【6 日目投宿地】⇒⇒(17:00)国見峠⇒⇒（17：10）
やまめの里着 18：00～夕食会 
●19:00～20:30 総括パネルディスカッション「柳田国男が見た椎葉に迫
る」 パネリスト綾部正哉氏、黒木勝実氏、椎葉 司氏、那須政登氏、参加者
の中から 1～2 名。コーディネーター 秋本 治。五ヶ瀬泊 

■第四日目 7 月 22 日(火) 送迎バス 
(8:00)ホテル発⇒⇒(9：00)美郷町百済の里西の正倉院  
(8:00)ホテル発⇒⇒(9:30)熊本空港 
※準備するもの 第二日目の「笹の峠」参加者は、服装は登山のできるス
タイルで、履物はズック又はトレッキングシューズ等、他に帽子、雨具、手
袋、タオル、リュック、水筒をご用意ください。 

 

■ 第二日目 7 月 20 日(日) 笹の峠越え 
■ 集合場所：西の正倉院 現地ガイド下田光氏 黒木勝実氏 
（9：00）オリエンテーション （09:30）南郷発⇒⇒（09：40）林道「笹の峠線」 
⇒⇒(10:30)林道起点から 11.7ｋｍ地点 
（10：40）登山開始→徒歩〈約 1,600ｍ〉→(11:40）笹の峠<昼食> 
（12：30）→徒歩→（13：00）林道・椎葉側登山口⇒⇒（13：10）湾地 
※ 湾地からマイクロバス通行困難の為「徒歩班」と「車班」に分かれます。 
 
①徒歩班 切り立つ山の斜面にしがみつくように一軒家が点在する美しい 
自然に包まれた民家と、森の暮らしのにおいと、すばらしい眺望と、伝説を 
秘めた秘境の地「椎葉」を柳田国男になった気分で松尾村を下りていきます。 
（13：10）湾地（13：30）→徒歩→(14:00)上松尾・松岡久次郎邸跡【柳田、椎葉一泊目の宿】 
(14:10)→徒歩約３ｋｍ→(15:10)下松尾→徒歩→(15:40)松尾小学校⇒⇒(16:30)椎葉宿舎 
②車班 湾地（13：20）⇒⇒(14:00)林道笹の峠線起点⇒⇒(14:30)中山トンネル⇒⇒
（14：50）十根川神社 樹高日本一の八村杉（15：10）⇒⇒(15:40)松尾小学校⇒⇒
(16:30)椎葉宿舎 
歓迎晩餐会 会場 鶴富屋敷 18：00～開会行事・夕食歓談  
●(19:00～19:50)セッション 1 卓話「のさらん福は願い申さん」－伝統猟師の作法を語る－ 
 ゲスト尾前善則氏(狩猟儀礼作法伝承者)インタビュアー秋本 治 
●(20:00～21:30)セッション 2. 鼎談「椎葉の文化を語る」 ゲスト 綾部正哉氏・黒木勝実氏・
椎葉クニ子氏 椎葉泊 

 

日本民俗学の父・柳田国男ゆかりの地「椎葉」を訪ねて 
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お申し込み・お問い合せ   

〒882-1201 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字鞍岡 4615 やまめの里内 
霧立越の歴史と自然を考える会事務局 ＴＥＬ0982-83-2326 ＦＡＸ83-2324 
e-ma i l :  f ron t＠ki r i tach i .net   HP:  ｈｔｔｐ：//www．k i r i tach i .net/ 
※部分参加可。集合場所からスタートになります。参加費はお問合せください。 
主催 「柳田国男 100 年の旅」実行委員会。霧立越の歴史と自然を考える会。 
共催 椎葉村観光協会、美郷町観光協会、五ヶ瀬町観光協会。 
後援 宮崎県。 

 

 柳田国男は、明治 41 年(1908)、当時の法制局参事官の時に馬車で「神門」に到着、1 泊の後翌日「笹の峠」を越えて椎葉村を訪れました。

椎葉では6泊し、久留美峠を越えて鞍岡から馬見原に出て1泊したといわれております。椎葉滞在中は椎葉の伝承文化に触れ、翌明治42年(1909) 

日本民俗学の出発点といわれる「後狩詞記」を発表しました。以後、椎葉は民俗学の宝庫として注目されるようになりました。それから 100

年目の今年、同じ季節に同じルートを歩き、投宿した当時の姿を残す庄屋跡を訪れ、柳田国男ゆかりの地とゆかりのあった人々、語り継がれて

きたお話に触れながら、狩猟や焼畑文化と柳田国男の椎葉ユートピア論考など椎葉の暮らしや伝承文化の奥深さをしっかり体験しまょう。 

 


